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 ノムラ･グローバル・オールスターズ 
（愛称:GA10） 
運用報告書(全体版) 

 
第68期（決算日2018年７月20日） 第69期（決算日2018年９月20日） 第70期（決算日2018年11月20日） 
 

作成対象期間（2018年５月22日～2018年11月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 
信 託 期 間 2007年２月21日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

アセットクラスを考慮して選択した複数の投資信託証券にバランスよく分散投資し、信託財産の着実な成長を目的に運用を行うことを
基本とします。 
10のアセットクラスを実質的な投資対象とする各投資信託証券へ投資するにあたっては、概ね均等（各10％程度を基本投資割合としま
す。）に投資を行い、インカムゲインと中長期的な値上がり益の獲得によるトータル・リターンの追求を目指して運用を行います。 
アセットクラス毎に、運用において優れていると判断した投資信託証券を１つもしくは少数選定し、分散投資を行います。投資する投
資信託証券は、定性評価、定量評価等を勘案して適宜見直しを行います。この際、既投資の投資信託証券が投資対象から外れたり、新
たな投資信託証券を投資対象に追加する場合があります。 
実質組入外貨建て資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

主な投資対象 複数の投資信託証券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
外貨建て資産への直接投資は行いません。 
デリバティブの直接利用は行いません。 
株式への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として利子・配当等収益等を中心に安定分配を行うことを基本とします。 
ただし、毎年１月および７月の決算時には、基準価額水準等を勘案し、安定分配相当額のほか、分配原資の範囲内で委託者が決定する
額を付加して分配を行う場合があります。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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ノムラ･グローバル・オールスターズ

○最近15期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株  式 
組入比率 

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

56期(2016年７月20日) 10,216 40 0.8 132.48 1.3 29.0 55.8 △1.6 10.3 27,520 

57期(2016年９月20日) 9,829 40 △3.4 128.41 △3.1 29.0 55.8 △1.8 10.2 26,157 

58期(2016年11月21日) 10,190 40 4.1 133.89 4.3 29.8 55.3 △0.4 9.6 26,714 

59期(2017年１月20日) 10,773 40 6.1 142.41 6.4 29.0 54.3 △0.4 9.9 27,458 

60期(2017年３月21日) 10,788 40 0.5 142.93 0.4 29.6 55.6 0.4 9.8 26,734 

61期(2017年５月22日) 10,870 40 1.1 144.44 1.1 28.6 55.9 0.7 9.8 26,415 

62期(2017年７月20日) 11,139 40 2.8 148.93 3.1 29.1 55.4 1.7 10.3 26,558 

63期(2017年９月20日) 11,232 40 1.2 151.34 1.6 29.4 55.6 0.2 10.3 26,436 

64期(2017年11月20日) 11,288 40 0.9 152.61 0.8 29.4 55.3 △0.9 9.9 25,759 

65期(2018年１月22日) 11,541 40 2.6 156.07 2.3 30.4 54.5 0.9 9.6 25,922 

66期(2018年３月20日) 10,871 40 △5.5 147.23 △5.7 29.2 57.1 △0.8 9.7 24,228 

67期(2018年５月21日) 11,076 40 2.3 151.23 2.7 29.4 56.2 △1.5 9.9 24,433 

68期(2018年７月20日) 11,136 40 0.9 153.00 1.2 28.7 57.0 △0.3 10.0 24,284 

69期(2018年９月20日) 11,028 40 △0.6 152.60 △0.3 29.1 56.7 △0.1 9.9 23,813 

70期(2018年11月20日) 10,642 40 △3.1 148.93 △2.4 27.8 58.9 △1.5 10.3 22,685 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

＊債券組入比率には、信託受益権を含みます。 

＊債券組入比率の中には売付債券（TBA取引）の比率は含まれておりません。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質

比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 
＊参考指数は、下記の資産クラスもしくは債券種別等毎の代表的な指数を、基本投資割合をもとに、当社が独自に円換算した指数（円ベー

ス）から合成したもので、設定時を100として指数化しております。なお、算出にあたっては、組入資産・為替の評価時点に合わせて計

算しているため、各社が公表する数値とは異なります。 

【日本株式】東証株価指数（TOPIX） 10％ 

【先進国株式】MSCI KOKUSAI インデックス 10％ 

【新興国株式】MSCIエマージング・マーケット・インデックス 10％ 

【日本債券】NOMURA-BPI総合 10％ 

【米国債券】ブルームバーグ・バークレイズ・米国総合インデックス 10％ 

【欧州債券】ブルームバーグ・バークレイズ・汎欧州総合インデックス 10％ 

【豪州債券】ブルームバーグ・バークレイズ・オーストラリア総合インデックス 10％ 

【新興国債券】JPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・グローバル 10％ 

【ハイ・イールド債】ICE BofAML US High Yield Constrained Index 10％ 

【世界REIT】S＆P先進国REIT指数 10％ 

（出所）東京証券取引所、野村證券株式会社、為替レート（対顧客電信売買相場仲値）、MSCI、J.P.Morgan Securities LLC、スタンダード＆

プアーズ ファイナンシャル サービシーズ エル エル シー、ブルームバーグ、ファクトセット、（出所および許可）ICE Data Indices, 

LLC 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株  式 

組入比率 
債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

投資信託 
証  券 
組入比率  騰 落 率  騰 落 率 

第68期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 

2018年５月21日 11,076 － 151.23 － 29.4 56.2 △1.5 9.9 

５月末 10,882 △1.8 148.70 △1.7 28.7 56.6 △0.4 10.1 

６月末 10,893 △1.7 149.21 △1.3 28.3 57.1 △1.1 10.5 

(期  末)         

2018年７月20日 11,176 0.9 153.00 1.2 28.7 57.0 △0.3 10.0 

第69期 

(期  首)         

2018年７月20日 11,136 － 153.00 － 28.7 57.0 △0.3 10.0 

７月末 11,029 △1.0 151.79 △0.8 29.0 56.6 △1.2 9.9 

８月末 10,985 △1.4 151.59 △0.9 29.0 56.7 △0.5 10.2 

(期  末)         

2018年９月20日 11,068 △0.6 152.60 △0.3 29.1 56.7 △0.1 9.9 

第70期 

(期  首)         

2018年９月20日 11,028 － 152.60 － 29.1 56.7 △0.1 9.9 

９月末 11,166 1.3 154.43 1.2 29.6 56.4 0.8 9.8 

10月末 10,676 △3.2 148.22 △2.9 27.6 58.6 △0.6 10.1 

(期  末)         

2018年11月20日 10,682 △3.1 148.93 △2.4 27.8 58.9 △1.5 10.3 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

＊債券組入比率には、信託受益権を含みます。 

＊債券組入比率の中には売付債券（TBA取引）の比率は含まれておりません。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質

比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 
※MSCI KOKUSAI インデックスおよびMSCIエマージング・マーケット・インデックスは、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作

権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有して
います。 

※NOMURA-BPI総合は、野村證券株式会社が公表する、国内で発行された公募利付債券の市場全体の動向を表す投資収益指数です。 
 NOMURA-BPI総合は、野村證券株式会社が作成している指数で、当該指数に関する一切の知的財産権とその他一切の権利は野村證券株

式会社に帰属しております。また、野村證券株式会社は、当該インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、
ファンドの運用成果等に関して一切責任を負うものではありません。 

※ ブルームバーグは、ブルームバーグ・ファイナンス・エル・ピーの商標およびサービスマークです。バークレイズは、ライセンスに基づ
き使用されているバークレイズ・バンク・ピーエルシーの商標およびサービスマークです。ブルームバーグ・ファイナンス・エル・ピー
およびその関係会社（以下「ブルームバーグ」と総称します。）またはブルームバーグのライセンサーは、ブルームバーグ・バークレイ
ズ・インデックスに対する一切の独占的権利を有しています。 

※JPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・グローバル（J.P.Morgan Emerging Market Bond Index Global）は、J.P.Morgan 
Securities LLCが公表している、エマージング・マーケット債を対象としたインデックスであり、その著作権および知的財産権は同社に
帰属します。 

※ICE BofAML US High Yield Constrained Indexは､米国のハイ・イールド・ボンド市場全体のパフォーマンスを表わす代表的な指数です｡「ICE 
BofAML US High Yield Constrained Index SM/®」は、ICE Data Indices, LLCまたはその関連会社（「ICEデータ」）の登録商標です。当ファ
ンドは、ICEデータによって支持・推奨・販売・販売促進されるものではなく、また、ICEデータは当ファンドに関して一切の責任を負い
ません。 

※ S＆P先進国REIT指数はスタンダード＆プアーズ ファイナンシャル サービシーズ エル エル シーの所有する登録商標であり、野村ア
セットマネジメントに対して利用許諾が与えられています。スタンダード＆プアーズは本商品を推奨・支持・販売・促進等するものでは
なく、また本商品に対する投資適格性等に関しいかなる意思表明等を行なうものではありません。 
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ノムラ･グローバル・オールスターズ

◎運用経過 

○作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2018年５月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、代表的な指数を、基本投資割合をもとに当社が独自に円換算した指数（円ベース）から合成したものです。参考指数は、

作成期首（2018年５月21日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、当作成期首11,076円から当作成期末には10,642円となりました。 

 

（下落要因） 

・米中通商問題に対する懸念が高まったことや、トルコの金融市場が混乱し、世界の金融市場

で警戒感が高まったことなどから、日本株式が値下がりしたこと。 

・米中貿易摩擦に対する警戒感が高まったことや、米長期金利の上昇を受けて新興国からの資

金流出懸念が広がったことなどから、新興国株式が値下がりしたこと。 
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ノムラ･グローバル・オールスターズ

○投資環境 

＜株式・REIT市場＞ 

 
 

・日本株式 

米中通商問題に対する懸念が高まったことや、トルコの金融市場が混乱し、世界の金融市場

で警戒感が高まったことなどから軟調に推移し、日本株式は当作成期間において値下がりとな

りました。 

 

・先進国株式 

好調な米経済指標が発表されたことや、トランプ米大統領とユンケル欧州委員長が自動車を

除く工業製品について関税などの貿易障壁縮小で合意したことなどから、10月上旬まで堅調に

推移しました。その後、米中貿易摩擦に対する警戒感が高まったことや、EU（欧州連合）が、

イタリアの2019年予算を拒否する懸念が高まったことなどから軟調に推移し、先進国株式は当

作成期間において値下がりとなりました。 

 

・新興国株式 

米中貿易摩擦に対する警戒感が高まったことや、米長期金利の上昇を受けて新興国からの資

金流出懸念が広がったことなどを背景に軟調に推移し、新興国株式は当作成期間において値下

がりとなりました。 

 

・世界REIT 

FRB（米連邦準備制度理事会）の利上げペースに対する警戒感が後退したことや、ECB（欧

州中央銀行）が利上げ開始に慎重な姿勢を示したこと、商業施設などへ投資を行う米国REIT銘

柄に対する買収の発表を受けて、REITの買収が活発化するとの見方が広がったことなどから、

世界REITは当作成期間において値上がりとなりました。 
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＜高利回り債券市場＞ 

 
 

・ハイ・イールド債 

好調な米企業業績が発表されたことや、NAFTA（北米自由貿易協定）再交渉で米国とメキシ

コとの２国間協議が合意に至ったことなどから、10月上旬まで堅調に推移しました。その後、

米中貿易摩擦の世界経済に対する影響が懸念されたことなどから下落し、ハイ・イールド債は

当作成期間においてほぼ横ばいとなりました。 

 

・新興国債券 

トルコと米国の関係悪化を背景としてトルコ・リラが急落し、世界的に金融市場が混乱した

ことや、米長期金利の上昇を背景に、新興国からの資金流出懸念が広がったことなどから軟調

に推移し、新興国債券は当作成期間において値下がりとなりました。 

 

＜高格付け債券市場＞ 

 
 

・日本債券 

日銀が長期金利の操作目標の柔軟化など、金融緩和の副作用を和らげる方向での政策修正を

検討するとの観測が広がったことなどから軟調に推移し、日本債券は当作成期間において値下

がりとなりました。 

 

・米国債券 

トルコ・リラの急落を受けて投資家のリスク回避姿勢が強まったことや、商品価格の下落か

らインフレ観測が弱まったことなどを背景に、８月下旬まで堅調に推移しました。その後、

FOMC（米連邦公開市場委員会）で利上げが実施されたことなどや、パウエルFRB議長が中立

金利水準を超えて利上げを進める可能性があることを示唆したことなどから軟調に推移する

場面もありましたが、米国債券は当作成期間において値上がりとなりました。 
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・欧州債券 

ECBによる金融政策正常化が意識されたことや、ドラギECB総裁がユーロ圏経済は堅調で、

インフレ率に比較的力強い上昇が見込まれるとの認識を示したことなどを背景に軟調に推移

し、欧州債券は当作成期間において値下がりとなりました。 

 

・豪州債券 

RBA（豪州準備銀行）のロウ総裁が、当面、政策金利を据え置くとの見解を示したことや、

トルコ・リラの急落や米中貿易摩擦に対する懸念の高まりを受けて、投資家のリスク回避姿勢

が強まったことなどを背景に堅調に推移し、豪州債券は当作成期間において値上がりとなりま

した。 

 

＜為替市場＞ 
＊為替レートは対顧客電信売買相場仲値 

＊対象期間は、投資対象ファンドにおける組入資産の評価時点に合わせています。 

 

・米ドル 

FOMCで利上げが実施されたことなどや、パウエルFRB議長が中立金利水準を超えて利上げ

を進める可能性があることを示唆したことなどを背景に、米ドルは当作成期間において値上が

り（円安）となりました。 

 

・ユーロ 

ECBによる緩和的な金融政策の正常化が意識されたことや、トルコ情勢への警戒感が和らい

だことなどを背景に堅調に推移する場面もありましたが、米中貿易摩擦に対する懸念が高まっ

たことや、世界的な株安を受けて投資家のリスク回避姿勢が強まったことなどから軟調に推移

し、ユーロは当作成期間において値下がり（円高）となりました。 

 

・豪ドル 

米中貿易摩擦やトルコ情勢に対する懸念が高まったことなどを背景に、投資家のリスク回避

姿勢が強まったことなどから軟調に推移し、豪ドルは当作成期間において値下がり（円高）と

なりました。 

 

（主要通貨のみについて記述しております。） 
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ノムラ･グローバル・オールスターズ

○当ファンドのポートフォリオ 

・投資信託証券組入比率 

指定投資信託証券の合計の投資比率は、当作成期を通じて概ね100％程度で推移させました。 

 

・指定投資信託証券（投資対象ファンド）の見直し 

当作成期間における投資対象ファンドの見直しはありませんでした。 

 

・指定投資信託証券への投資比率の状況 

投資信託証券への投資にあたっては、信託財産の純資産総額に対して概ね各資産への投資比

率が均等（各10％程度）になるよう、投資比率を推移させました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の騰落率の対比です。 

 

参考指数の騰落率が－1.5％となったのに対して、基準価額の騰落率は－2.9％となりました。 
※基準価額の騰落率は分配金（税込み）を再投資したものとして算出しております。 

 

＜主な差異要因＞ 

（プラス要因） 

新興国株式において、［ノムラ－アカディアン新興国株ファンド マザーファンド］が資産ク

ラスの市場平均の騰落率を上回ったこと 

 

（マイナス要因） 
先進国株式において、［野村海外株式マザーファンド］が資産クラスの市場平均の騰落率を

下回ったこと 
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◎分配金 

収益分配金は、経費控除後の利子・配当等収益と売買益等から基準価額水準も勘案して決定

いたしました。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ない

ます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第68期 第69期 第70期 

2018年５月22日～ 
2018年７月20日 

2018年７月21日～ 
2018年９月20日 

2018年９月21日～ 
2018年11月20日 

当期分配金 40  40  40  

(対基準価額比率) 0.358％ 0.361％ 0.374％ 

 当期の収益 40  22  28  

 当期の収益以外 －  17  11  

翌期繰越分配対象額 2,050  2,033  2,022  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

引き続き、定性的に高く評価したファンドを中心にリスク分散を考慮して投資することで、

多くの運用者の資産運用力を効率よく活用し、運用目標の達成を目指してまいります。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年５月22日～2018年11月20日) 

項 目 
第68期～第70期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 86  0.785  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (50)  (0.460)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (33)  (0.298)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.018   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.011)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 1)  (0.006)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.008   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.005)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.003)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.029   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 3)  (0.026)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 92   0.840    

作成期間の平均基準価額は、10,938円です。  
 
＊作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2018年５月22日～2018年11月20日) 

 

銘 柄 
第68期～第70期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 10,301 20,000 40,588 78,500 

ノムラ－ブラックロック米国債券オープン マザーファンド － － 92,612 184,500 
ノムラ日本債券オープン マザーファンド － － 71,427 101,500 
野村豪州債券ファンド マザーファンド － － 32,627 78,500 
野村米国好利回り社債投信 マザーファンド － － 97,857 234,500 
野村海外株式マザーファンド － － 68,004 165,500 
ノムラ‐CBRE グローバルリート マザーファンド － － 191,720 226,500 
野村エマージング債券マザーファンド － － 56,034 128,500 
ノムラ－インサイト欧州債券 マザーファンド － － 58,414 88,500 
ノムラ－アカディアン新興国株ファンド マザーファンド 39,791 100,000 31,863 78,500 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2018年５月22日～2018年11月20日) 

 

項 目 
第68期～第70期 

ノムラ・ジャパン・オープン 
マザーファンド 

野村米国好利回り社債投信 
マザーファンド 

野村海外株式 
マザーファンド 

ノムラ－アカディアン新興国株ファンド 
マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 91,676,571千円 19,927千円 37,362,557千円 7,315,532千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 66,425,693千円 233,041千円 39,548,961千円 10,994,526千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.38   0.08   0.94   0.66   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○利害関係人との取引状況等 (2018年５月22日～2018年11月20日) 

 

＜ノムラ･グローバル・オールスターズ＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド＞ 

区       分 

第68期～第70期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 53,784 23,464 43.6 37,891 22,167 58.5 

平均保有割合 3.4%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

＜ノムラ－ブラックロック米国債券オープン マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ日本債券オープン マザーファンド＞ 

区       分 

第68期～第70期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 200,743 4,601 2.3 193,996 2,766 1.4 

債券先物取引 11,884 11,884 100.0 18,076 18,076 100.0 

平均保有割合 1.6%       
 
 
 

＜野村豪州債券ファンド マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村米国好利回り社債投信 マザーファンド＞ 

区       分 

第68期～第70期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 11 － － 2,318 102 4.4 

平均保有割合 13.4%       
 
 

  

利害関係人との取引状況 
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＜野村海外株式マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ‐CBRE グローバルリート マザーファンド＞ 

区       分 

第68期～第70期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 1,651 3 0.2 1,850 － － 

為替直物取引 268 12 4.5 470 5 1.1 

平均保有割合 87.9%       
 
 
 

＜野村エマージング債券マザーファンド＞ 

区       分 

第68期～第70期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 10,467 139 1.3 8,834 139 1.6 

平均保有割合 11.0%       
 
 
 

＜ノムラ－インサイト欧州債券 マザーファンド＞ 

区       分 

第68期～第70期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 120,727 514 0.4 127,552 380 0.3 

平均保有割合 2.2%       
 
 
 

＜ノムラ－アカディアン新興国株ファンド マザーファンド＞ 

区       分 

第68期～第70期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 4,832 310 6.4 4,210 255 6.1 

平均保有割合 20.1%       
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項 目 第68期～第70期 
売買委託手数料総額（A） 4,254千円 
うち利害関係人への支払額（B） 671千円 

（B）／（A） 15.8％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社、野村信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2018年11月20日現在) 

 

銘 柄 
第67期末 第70期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 1,227,167 1,196,880 2,202,619 

ノムラ－ブラックロック米国債券オープン マザーファンド 1,249,933 1,157,320 2,307,581 

ノムラ日本債券オープン マザーファンド 1,711,640 1,640,212 2,329,593 

野村豪州債券ファンド マザーファンド 968,290 935,663 2,294,715 

野村米国好利回り社債投信 マザーファンド 1,051,074 953,216 2,253,500 

野村海外株式マザーファンド 1,036,752 968,747 2,131,051 

ノムラ‐CBRE グローバルリート マザーファンド 2,151,569 1,959,849 2,295,767 

野村エマージング債券マザーファンド 1,055,567 999,533 2,276,437 

ノムラ－インサイト欧州債券 マザーファンド 1,593,082 1,534,668 2,293,255 

ノムラ－アカディアン新興国株ファンド マザーファンド 918,479 926,407 2,215,410 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2018年11月20日現在) 

項 目 
第70期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 2,202,619 9.6 

ノムラ－ブラックロック米国債券オープン マザーファンド 2,307,581 10.1 

ノムラ日本債券オープン マザーファンド 2,329,593 10.2 

野村豪州債券ファンド マザーファンド 2,294,715 10.0 

野村米国好利回り社債投信 マザーファンド 2,253,500 9.9 

野村海外株式マザーファンド 2,131,051 9.3 

ノムラ‐CBRE グローバルリート マザーファンド 2,295,767 10.1 

野村エマージング債券マザーファンド 2,276,437 10.0 

ノムラ－インサイト欧州債券 マザーファンド 2,293,255 10.0 

ノムラ－アカディアン新興国株ファンド マザーファンド 2,215,410 9.7 

コール・ローン等、その他 239,223 1.1 

投資信託財産総額 22,839,151 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊ノムラ－ブラックロック米国債券オープン マザーファンドにおいて、第70期末における外貨建て純資産（7,025,318千円）の投資信託財産

総額（8,629,231千円）に対する比率は81.4％です。 

＊野村豪州債券ファンド マザーファンドにおいて、第70期末における外貨建て純資産（23,020,313千円）の投資信託財産総額（24,153,954千

円）に対する比率は95.3％です。 

＊野村米国好利回り社債投信 マザーファンドにおいて、第70期末における外貨建て純資産（16,602,600千円）の投資信託財産総額（16,771,512

千円）に対する比率は99.0％です。 

＊野村海外株式マザーファンドにおいて、第70期末における外貨建て純資産（36,794,796千円）の投資信託財産総額（37,653,063千円）に対

する比率は97.7％です。 

＊ノムラ‐CBRE グローバルリート マザーファンドにおいて、第70期末における外貨建て純資産（2,395,040千円）の投資信託財産総額

（2,615,679千円）に対する比率は91.6％です。 

＊野村エマージング債券マザーファンドにおいて、第70期末における外貨建て純資産（21,405,072千円）の投資信託財産総額（21,881,853千

円）に対する比率は97.8％です。 

＊ノムラ－インサイト欧州債券 マザーファンドにおいて、第70期末における外貨建て純資産（97,771,108千円）の投資信託財産総額

（98,931,997千円）に対する比率は98.8％です。 

＊ノムラ－アカディアン新興国株ファンド マザーファンドにおいて、第70期末における外貨建て純資産（11,095,065千円）の投資信託財産

総額（11,429,699千円）に対する比率は97.1％です。 

＊外貨建て資産は、第70期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１カタールリヤル＝31.00円、１米

ドル＝112.67円、１カナダドル＝85.52円、１英ポンド＝144.81円、１スイスフラン＝113.42円、１スウェーデンクローナ＝12.51円、１ノル

ウェークローネ＝13.28円、１デンマーククローネ＝17.28円、１トルコリラ＝21.20円、１ユーロ＝128.98円、１チェココルナ＝4.96円、１

フォリント＝0.4015円、１ズロチ＝29.79円、１香港ドル＝14.38円、１シンガポールドル＝82.17円、１リンギ＝26.90円、１バーツ＝3.41円、

１フィリピンペソ＝2.14円、１ルピア＝0.0078円、１ウォン＝0.10円、１新台湾ドル＝3.64円、１豪ドル＝82.23円、１ニュージーランドド

ル＝77.08円、１インドルピー＝1.59円、１アルゼンチンペソ＝3.13円、１メキシコペソ＝5.54円、１レアル＝29.94円、１ソル＝33.35円、

１UAEディルハム＝30.73円、１ランド＝8.02円。 
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ノムラ･グローバル・オールスターズ

○特定資産の価格等の調査 

ノムラ日本債券オープン マザーファンドにおいて調査依頼を行った取引は2018年４月28日

から2018年11月16日までの間で有価証券（信託受益権）２件でした。これらの有価証券（信託

受益権）について、投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号）第11条第２

項に基づいて比較可能な価格のほか、信託受益権名、数量、約定価額その他の当該有価証券（信

託受益権）の内容に関して、EY新日本有限責任監査法人に調査を委託し、日本公認会計士協会

が公表した専門業務実務指針4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等の調査に

係る合意された手続業務に関する実務指針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果

報告書を入手しています。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について

保証を提供するものではありません。 

 

野村米国好利回り社債投信 マザーファンドにおいて調査依頼を行った取引は2018年５月９

日から2018年11月２日までの間で金銭債権（貸付債権）82件でした。これらの金銭債権（貸付

債権）について、投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項

に基づいて比較可能な価格のほか、金銭債権の債務者、額面、担保の設定状況、約定価格その

他の当該金銭債権（貸付債権）の内容に関して、EY新日本有限責任監査法人に調査を委託し、

日本公認会計士協会が公表した専門業務実務指針4460「投資信託及び投資法人における特定資

産の価格等の調査に係る合意された手続業務に関する実務指針」に基づく調査結果として合意

された手続実施結果報告書を入手しています。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について

保証を提供するものではありません。 
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ノムラ･グローバル・オールスターズ

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第68期末 第69期末 第70期末 

2018年７月20日現在 2018年９月20日現在 2018年11月20日現在 

  円 円 円 

(A) 資産 24,453,148,033   23,979,626,136   22,839,151,244   

 コール・ローン等 94,216,327   95,790,628   89,219,144   

 ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド(評価額) 2,370,525,524   2,407,925,396   2,202,619,653   

 ノムラ－ブラックロック米国債券オープン マザーファンド(評価額) 2,448,858,079   2,372,936,355   2,307,581,885   

 ノムラ日本債券オープン マザーファンド(評価額) 2,401,232,502   2,353,750,905   2,329,593,525   

 野村豪州債券ファンド マザーファンド(評価額) 2,348,895,687   2,290,686,414   2,294,715,162   

 野村米国好利回り社債投信 マザーファンド(評価額) 2,459,803,555   2,402,981,697   2,253,500,137   

 野村海外株式マザーファンド(評価額) 2,483,764,483   2,432,703,295   2,131,051,340   

 ノムラ‐CBRE グローバルリート マザーファンド(評価額) 2,407,106,540   2,363,972,422   2,295,767,167   

 野村エマージング債券マザーファンド(評価額) 2,444,148,000   2,387,413,805   2,276,437,614   

 ノムラ－インサイト欧州債券 マザーファンド(評価額) 2,422,310,309   2,384,632,467   2,293,255,066   

 ノムラ－アカディアン新興国株ファンド マザーファンド(評価額) 2,292,287,027   2,326,832,752   2,215,410,551   

 未収入金 280,000,000   160,000,000   150,000,000   

(B) 負債 168,815,371   166,507,410   153,929,765   

 未払収益分配金 87,224,708   86,376,761   85,264,497   

 未払解約金 19,365,915   16,552,890   7,634,105   

 未払信託報酬 62,096,105   63,446,325   60,905,003   

 未払利息 190   188   172   

 その他未払費用 128,453   131,246   125,988   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 24,284,332,662   23,813,118,726   22,685,221,479   

 元本 21,806,177,132   21,594,190,343   21,316,124,419   

 次期繰越損益金 2,478,155,530   2,218,928,383   1,369,097,060   

(D) 受益権総口数 21,806,177,132口 21,594,190,343口 21,316,124,419口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,136円 11,028円 10,642円 
 

（注）第68期首元本額は22,059,203,155円、第68～70期中追加設定元本額は101,627,700円、第68～70期中一部解約元本額は844,706,436円、１

口当たり純資産額は、第68期1.1136円、第69期1.1028円、第70期1.0642円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託する為に要する費用、支払金額4,656,750円。（'18年２月14日～'18年８月

13日、ノムラ－ブラックロック米国債券オープン マザーファンド） 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託する為に要する費用、支払金額24,254,740円。（'18年３月６日～'18年９

月５日、野村豪州債券ファンド マザーファンド） 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託する為に要する費用、支払金額57,228,286円。（'17年12月９日～'18年６

月８日、野村米国好利回り社債投信 マザーファンド） 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託する為に要する費用、支払金額100,507,346円。（野村海外株式マザーファ

ンド） 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託する為に要する費用、支払金額6,115,617円。（ノムラ‐CBRE グローバ

ルリート マザーファンド） 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託する為に要する費用、支払金額44,603,000円。（'17年12月８日～'18年６

月７日、野村エマージング債券マザーファンド） 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託する為に要する費用、支払金額110,193,706円。（'17年12月９日～'18年６

月８日、ノムラ－インサイト欧州債券 マザーファンド） 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託する為に要する費用、支払金額40,496,508円。（'18年５月18日～'18年11

月19日、ノムラ－アカディアン新興国株ファンド マザーファンド） 
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ノムラ･グローバル・オールスターズ

○損益の状況 

項 目 
第68期 第69期 第70期 

2018年５月22日～ 
2018年７月20日 

2018年７月21日～ 
2018年９月20日 

2018年９月21日～ 
2018年11月20日 

  円 円 円 

(A) 配当等収益 △       11,487   △       10,493   △       11,642   

 支払利息 △       11,487   △       10,493   △       11,642   

(B) 有価証券売買損益 279,371,425   △   85,758,253   △  675,654,704   

 売買益 501,925,593   87,613,240   47,998,509   

 売買損 △  222,554,168   △  173,371,493   △  723,653,213   

(C) 信託報酬等 △   62,224,558   △   63,577,571   △   61,030,991   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 217,135,380   △  149,346,317   △  736,697,337   

(E) 前期繰越損益金 2,707,046,185   2,805,443,165   2,533,620,462   

(F) 追加信託差損益金 △  358,801,327   △  350,791,704   △  342,561,568   

 (配当等相当額) (    292,861,004)  (    297,026,546)  (    299,610,349)  

 (売買損益相当額) (△  651,662,331)  (△  647,818,250)  (△  642,171,917)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,565,380,238   2,305,305,144   1,454,361,557   

(H) 収益分配金 △   87,224,708   △   86,376,761   △   85,264,497   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,478,155,530   2,218,928,383   1,369,097,060   

 追加信託差損益金 △  358,801,327   △  350,791,704   △  342,561,568   

 (配当等相当額) (    292,897,478)  (    297,065,660)  (    299,669,681)  

 (売買損益相当額) (△  651,698,805)  (△  647,857,364)  (△  642,231,249)  

 分配準備積立金 4,178,112,103   4,094,046,970   4,012,250,746   

 繰越損益金 △1,341,155,246   △1,524,326,883   △2,300,592,118   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

（注）分配金の計算過程（2018年５月22日～2018年11月20日）は以下の通りです。 

項 目 
第68期 第69期 第70期 

2018年５月22日～ 
2018年７月20日 

2018年７月21日～ 
2018年９月20日 

2018年９月21日～ 
2018年11月20日 

a. 配当等収益(経費控除後) 103,797,544円 49,102,606円 61,568,097円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 292,897,478円 297,065,660円 299,669,681円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 4,161,539,267円 4,131,321,125円 4,035,947,146円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 4,558,234,289円 4,477,489,391円 4,397,184,924円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,090円 2,073円 2,062円 

g. 分配金 87,224,708円 86,376,761円 85,264,497円 

h. 分配金(１万口当たり) 40円 40円 40円 
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ノムラ･グローバル・オールスターズ

○分配金のお知らせ  

 第68期 第69期 第70期 

１万口当たり分配金（税込み） 40円 40円 40円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 信用リスク集中回避のための投資制限に関する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2018年10月10日＞ 
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ノムラ･グローバル・オールスターズ

《指定投資信託証券の運用内容》 
 

ノムラ･グローバル・オールスターズに組み入れている各投資信託証券については、次頁以降にそれぞれ直

前の作成期における運用内容を掲載しております｡ 
 

指定投資信託証券 ページ 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド Ｐ 21 

ノムラ－ブラックロック米国債券オープン マザーファンド Ｐ 33 

ノムラ日本債券オープン マザーファンド Ｐ 56 

野村豪州債券ファンド マザーファンド Ｐ 69 

野村米国好利回り社債投信 マザーファンド Ｐ 80 

野村海外株式マザーファンド Ｐ112 

ノムラ‐CBRE グローバルリート マザーファンド Ｐ125 

野村エマージング債券マザーファンド Ｐ140 

ノムラ－インサイト欧州債券 マザーファンド Ｐ155 

ノムラ－アカディアン新興国株ファンド マザーファンド Ｐ169 

＊当作成期末において組み入れているファンドについて運用内容の掲載をしております。 

 

 



添付ファンド_9pt_748742.indd   21添付ファンド_9pt_748742.indd   21 2019/01/15   10:20:542019/01/15   10:20:54



－ 22 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   22添付ファンド_9pt_748742.indd   22 2019/01/15   10:20:562019/01/15   10:20:56



－ 23 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   23添付ファンド_9pt_748742.indd   23 2019/01/15   10:20:562019/01/15   10:20:56



－ 24 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   24添付ファンド_9pt_748742.indd   24 2019/01/15   10:20:562019/01/15   10:20:56



－ 25 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   25添付ファンド_9pt_748742.indd   25 2019/01/15   10:20:562019/01/15   10:20:56



－ 26 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   26添付ファンド_9pt_748742.indd   26 2019/01/15   10:20:562019/01/15   10:20:56



－ 27 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   27添付ファンド_9pt_748742.indd   27 2019/01/15   10:20:572019/01/15   10:20:57



－ 28 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   28添付ファンド_9pt_748742.indd   28 2019/01/15   10:20:572019/01/15   10:20:57



－ 29 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   29添付ファンド_9pt_748742.indd   29 2019/01/15   10:20:572019/01/15   10:20:57



－ 30 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   30添付ファンド_9pt_748742.indd   30 2019/01/15   10:20:572019/01/15   10:20:57



－ 31 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   31添付ファンド_9pt_748742.indd   31 2019/01/15   10:20:572019/01/15   10:20:57



－ 32 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   32添付ファンド_9pt_748742.indd   32 2019/01/15   10:20:572019/01/15   10:20:57



添付ファンド_9pt_748742.indd   33添付ファンド_9pt_748742.indd   33 2019/01/15   10:20:572019/01/15   10:20:57



－ 34 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   34添付ファンド_9pt_748742.indd   34 2019/01/15   10:20:582019/01/15   10:20:58



－ 35 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   35添付ファンド_9pt_748742.indd   35 2019/01/15   10:20:582019/01/15   10:20:58



－ 36 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   36添付ファンド_9pt_748742.indd   36 2019/01/15   10:20:582019/01/15   10:20:58



－ 37 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   37添付ファンド_9pt_748742.indd   37 2019/01/15   10:20:582019/01/15   10:20:58



－ 38 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   38添付ファンド_9pt_748742.indd   38 2019/01/15   10:20:582019/01/15   10:20:58



－ 39 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   39添付ファンド_9pt_748742.indd   39 2019/01/15   10:20:582019/01/15   10:20:58



－ 40 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   40添付ファンド_9pt_748742.indd   40 2019/01/15   10:20:582019/01/15   10:20:58



－ 41 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   41添付ファンド_9pt_748742.indd   41 2019/01/15   10:20:592019/01/15   10:20:59



－ 42 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   42添付ファンド_9pt_748742.indd   42 2019/01/15   10:20:592019/01/15   10:20:59



－ 43 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   43添付ファンド_9pt_748742.indd   43 2019/01/15   10:20:592019/01/15   10:20:59



－ 44 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   44添付ファンド_9pt_748742.indd   44 2019/01/15   10:20:592019/01/15   10:20:59



－ 45 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   45添付ファンド_9pt_748742.indd   45 2019/01/15   10:20:592019/01/15   10:20:59



－ 46 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   46添付ファンド_9pt_748742.indd   46 2019/01/15   10:20:592019/01/15   10:20:59



－ 47 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   47添付ファンド_9pt_748742.indd   47 2019/01/15   10:20:592019/01/15   10:20:59



－ 48 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   48添付ファンド_9pt_748742.indd   48 2019/01/15   10:20:592019/01/15   10:20:59



－ 49 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   49添付ファンド_9pt_748742.indd   49 2019/01/15   10:21:002019/01/15   10:21:00



－ 50 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   50添付ファンド_9pt_748742.indd   50 2019/01/15   10:21:002019/01/15   10:21:00



－ 51 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   51添付ファンド_9pt_748742.indd   51 2019/01/15   10:21:002019/01/15   10:21:00



－ 52 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   52添付ファンド_9pt_748742.indd   52 2019/01/15   10:21:002019/01/15   10:21:00



－ 53 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   53添付ファンド_9pt_748742.indd   53 2019/01/15   10:21:002019/01/15   10:21:00



－ 54 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   54添付ファンド_9pt_748742.indd   54 2019/01/15   10:21:012019/01/15   10:21:01



－ 55 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   55添付ファンド_9pt_748742.indd   55 2019/01/15   10:21:012019/01/15   10:21:01



添付ファンド_9pt_748742.indd   56添付ファンド_9pt_748742.indd   56 2019/01/15   10:21:012019/01/15   10:21:01



－ 57 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   57添付ファンド_9pt_748742.indd   57 2019/01/15   10:21:012019/01/15   10:21:01



－ 58 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   58添付ファンド_9pt_748742.indd   58 2019/01/15   10:21:012019/01/15   10:21:01



－ 59 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   59添付ファンド_9pt_748742.indd   59 2019/01/15   10:21:022019/01/15   10:21:02



－ 60 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   60添付ファンド_9pt_748742.indd   60 2019/01/15   10:21:022019/01/15   10:21:02



－ 61 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   61添付ファンド_9pt_748742.indd   61 2019/01/15   10:21:022019/01/15   10:21:02



－ 62 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   62添付ファンド_9pt_748742.indd   62 2019/01/15   10:21:022019/01/15   10:21:02



－ 63 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   63添付ファンド_9pt_748742.indd   63 2019/01/15   10:21:022019/01/15   10:21:02



－ 64 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   64添付ファンド_9pt_748742.indd   64 2019/01/15   10:21:022019/01/15   10:21:02



－ 65 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   65添付ファンド_9pt_748742.indd   65 2019/01/15   10:21:022019/01/15   10:21:02



－ 66 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   66添付ファンド_9pt_748742.indd   66 2019/01/15   10:21:032019/01/15   10:21:03



－ 67 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   67添付ファンド_9pt_748742.indd   67 2019/01/15   10:21:032019/01/15   10:21:03



－ 68 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   68添付ファンド_9pt_748742.indd   68 2019/01/15   10:21:032019/01/15   10:21:03



添付ファンド_9pt_748742.indd   69添付ファンド_9pt_748742.indd   69 2019/01/15   10:21:032019/01/15   10:21:03



－ 70 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   70添付ファンド_9pt_748742.indd   70 2019/01/15   10:21:032019/01/15   10:21:03



－ 71 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   71添付ファンド_9pt_748742.indd   71 2019/01/15   10:21:032019/01/15   10:21:03



－ 72 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   72添付ファンド_9pt_748742.indd   72 2019/01/15   10:21:042019/01/15   10:21:04



－ 73 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   73添付ファンド_9pt_748742.indd   73 2019/01/15   10:21:042019/01/15   10:21:04



－ 74 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   74添付ファンド_9pt_748742.indd   74 2019/01/15   10:21:042019/01/15   10:21:04



－ 75 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   75添付ファンド_9pt_748742.indd   75 2019/01/15   10:21:042019/01/15   10:21:04



－ 76 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   76添付ファンド_9pt_748742.indd   76 2019/01/15   10:21:042019/01/15   10:21:04



－ 77 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   77添付ファンド_9pt_748742.indd   77 2019/01/15   10:21:042019/01/15   10:21:04



－ 78 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   78添付ファンド_9pt_748742.indd   78 2019/01/15   10:21:042019/01/15   10:21:04



－ 79 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   79添付ファンド_9pt_748742.indd   79 2019/01/15   10:21:052019/01/15   10:21:05



添付ファンド_9pt_748742.indd   80添付ファンド_9pt_748742.indd   80 2019/01/15   10:21:052019/01/15   10:21:05



－ 81 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   81添付ファンド_9pt_748742.indd   81 2019/01/15   10:21:052019/01/15   10:21:05



－ 82 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   82添付ファンド_9pt_748742.indd   82 2019/01/15   10:21:052019/01/15   10:21:05



－ 83 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   83添付ファンド_9pt_748742.indd   83 2019/01/15   10:21:052019/01/15   10:21:05



－ 84 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   84添付ファンド_9pt_748742.indd   84 2019/01/15   10:21:052019/01/15   10:21:05



－ 85 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   85添付ファンド_9pt_748742.indd   85 2019/01/15   10:21:062019/01/15   10:21:06



－ 86 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   86添付ファンド_9pt_748742.indd   86 2019/01/15   10:21:062019/01/15   10:21:06



－ 87 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   87添付ファンド_9pt_748742.indd   87 2019/01/15   10:21:062019/01/15   10:21:06



－ 88 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   88添付ファンド_9pt_748742.indd   88 2019/01/15   10:21:062019/01/15   10:21:06



－ 89 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   89添付ファンド_9pt_748742.indd   89 2019/01/15   10:21:062019/01/15   10:21:06



－ 90 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   90添付ファンド_9pt_748742.indd   90 2019/01/15   10:21:062019/01/15   10:21:06



－ 91 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   91添付ファンド_9pt_748742.indd   91 2019/01/15   10:21:072019/01/15   10:21:07



－ 92 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   92添付ファンド_9pt_748742.indd   92 2019/01/15   10:21:072019/01/15   10:21:07



－ 93 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   93添付ファンド_9pt_748742.indd   93 2019/01/15   10:21:072019/01/15   10:21:07



－ 94 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   94添付ファンド_9pt_748742.indd   94 2019/01/15   10:21:072019/01/15   10:21:07



－ 95 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   95添付ファンド_9pt_748742.indd   95 2019/01/15   10:21:072019/01/15   10:21:07



－ 96 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   96添付ファンド_9pt_748742.indd   96 2019/01/15   10:21:072019/01/15   10:21:07



－ 97 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   97添付ファンド_9pt_748742.indd   97 2019/01/15   10:21:082019/01/15   10:21:08



－ 98 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   98添付ファンド_9pt_748742.indd   98 2019/01/15   10:21:082019/01/15   10:21:08



－ 99 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   99添付ファンド_9pt_748742.indd   99 2019/01/15   10:21:082019/01/15   10:21:08



－ 100 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   100添付ファンド_9pt_748742.indd   100 2019/01/15   10:21:082019/01/15   10:21:08



－ 101 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   101添付ファンド_9pt_748742.indd   101 2019/01/15   10:21:082019/01/15   10:21:08



－ 102 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   102添付ファンド_9pt_748742.indd   102 2019/01/15   10:21:082019/01/15   10:21:08



－ 103 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   103添付ファンド_9pt_748742.indd   103 2019/01/15   10:21:092019/01/15   10:21:09



－ 104 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   104添付ファンド_9pt_748742.indd   104 2019/01/15   10:21:092019/01/15   10:21:09



－ 105 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   105添付ファンド_9pt_748742.indd   105 2019/01/15   10:21:092019/01/15   10:21:09



－ 106 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   106添付ファンド_9pt_748742.indd   106 2019/01/15   10:21:092019/01/15   10:21:09



－ 107 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   107添付ファンド_9pt_748742.indd   107 2019/01/15   10:21:092019/01/15   10:21:09



－ 108 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   108添付ファンド_9pt_748742.indd   108 2019/01/15   10:21:092019/01/15   10:21:09



－ 109 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   109添付ファンド_9pt_748742.indd   109 2019/01/15   10:21:102019/01/15   10:21:10



－ 110 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   110添付ファンド_9pt_748742.indd   110 2019/01/15   10:21:102019/01/15   10:21:10



－ 111 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   111添付ファンド_9pt_748742.indd   111 2019/01/15   10:21:102019/01/15   10:21:10



添付ファンド_9pt_748742.indd   112添付ファンド_9pt_748742.indd   112 2019/01/15   10:21:102019/01/15   10:21:10



－ 113 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   113添付ファンド_9pt_748742.indd   113 2019/01/15   10:21:102019/01/15   10:21:10



－ 114 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   114添付ファンド_9pt_748742.indd   114 2019/01/15   10:21:102019/01/15   10:21:10



－ 115 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   115添付ファンド_9pt_748742.indd   115 2019/01/15   10:21:112019/01/15   10:21:11



－ 116 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   116添付ファンド_9pt_748742.indd   116 2019/01/15   10:21:112019/01/15   10:21:11



－ 117 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   117添付ファンド_9pt_748742.indd   117 2019/01/15   10:21:112019/01/15   10:21:11



－ 118 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   118添付ファンド_9pt_748742.indd   118 2019/01/15   10:21:112019/01/15   10:21:11



－ 119 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   119添付ファンド_9pt_748742.indd   119 2019/01/15   10:21:112019/01/15   10:21:11



－ 120 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   120添付ファンド_9pt_748742.indd   120 2019/01/15   10:21:112019/01/15   10:21:11



－ 121 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   121添付ファンド_9pt_748742.indd   121 2019/01/15   10:21:112019/01/15   10:21:11



－ 122 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   122添付ファンド_9pt_748742.indd   122 2019/01/15   10:21:122019/01/15   10:21:12



－ 123 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   123添付ファンド_9pt_748742.indd   123 2019/01/15   10:21:122019/01/15   10:21:12



－ 124 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   124添付ファンド_9pt_748742.indd   124 2019/01/15   10:21:122019/01/15   10:21:12



添付ファンド_9pt_748742.indd   125添付ファンド_9pt_748742.indd   125 2019/01/15   10:21:122019/01/15   10:21:12



－ 126 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   126添付ファンド_9pt_748742.indd   126 2019/01/15   10:21:122019/01/15   10:21:12



－ 127 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   127添付ファンド_9pt_748742.indd   127 2019/01/15   10:21:122019/01/15   10:21:12



－ 128 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   128添付ファンド_9pt_748742.indd   128 2019/01/15   10:21:132019/01/15   10:21:13



－ 129 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   129添付ファンド_9pt_748742.indd   129 2019/01/15   10:21:132019/01/15   10:21:13



－ 130 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   130添付ファンド_9pt_748742.indd   130 2019/01/15   10:21:132019/01/15   10:21:13



－ 131 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   131添付ファンド_9pt_748742.indd   131 2019/01/15   10:21:132019/01/15   10:21:13



－ 132 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   132添付ファンド_9pt_748742.indd   132 2019/01/15   10:21:132019/01/15   10:21:13



－ 133 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   133添付ファンド_9pt_748742.indd   133 2019/01/15   10:21:132019/01/15   10:21:13



－ 134 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   134添付ファンド_9pt_748742.indd   134 2019/01/15   10:21:132019/01/15   10:21:13



－ 135 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   135添付ファンド_9pt_748742.indd   135 2019/01/15   10:21:132019/01/15   10:21:13



－ 136 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   136添付ファンド_9pt_748742.indd   136 2019/01/15   10:21:142019/01/15   10:21:14



－ 137 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   137添付ファンド_9pt_748742.indd   137 2019/01/15   10:21:142019/01/15   10:21:14



－ 138 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   138添付ファンド_9pt_748742.indd   138 2019/01/15   10:21:142019/01/15   10:21:14



－ 139 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   139添付ファンド_9pt_748742.indd   139 2019/01/15   10:21:142019/01/15   10:21:14



添付ファンド_9pt_748742.indd   140添付ファンド_9pt_748742.indd   140 2019/01/15   10:21:142019/01/15   10:21:14



－ 141 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   141添付ファンド_9pt_748742.indd   141 2019/01/15   10:21:142019/01/15   10:21:14



－ 142 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   142添付ファンド_9pt_748742.indd   142 2019/01/15   10:21:152019/01/15   10:21:15



－ 143 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   143添付ファンド_9pt_748742.indd   143 2019/01/15   10:21:152019/01/15   10:21:15



－ 144 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   144添付ファンド_9pt_748742.indd   144 2019/01/15   10:21:152019/01/15   10:21:15



－ 145 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   145添付ファンド_9pt_748742.indd   145 2019/01/15   10:21:152019/01/15   10:21:15



－ 146 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   146添付ファンド_9pt_748742.indd   146 2019/01/15   10:21:152019/01/15   10:21:15



－ 147 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   147添付ファンド_9pt_748742.indd   147 2019/01/15   10:21:152019/01/15   10:21:15



－ 148 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   148添付ファンド_9pt_748742.indd   148 2019/01/15   10:21:152019/01/15   10:21:15



－ 149 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   149添付ファンド_9pt_748742.indd   149 2019/01/15   10:21:162019/01/15   10:21:16



－ 150 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   150添付ファンド_9pt_748742.indd   150 2019/01/15   10:21:162019/01/15   10:21:16



－ 151 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   151添付ファンド_9pt_748742.indd   151 2019/01/15   10:21:162019/01/15   10:21:16



－ 152 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   152添付ファンド_9pt_748742.indd   152 2019/01/15   10:21:162019/01/15   10:21:16



－ 153 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   153添付ファンド_9pt_748742.indd   153 2019/01/15   10:21:162019/01/15   10:21:16



－ 154 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   154添付ファンド_9pt_748742.indd   154 2019/01/15   10:21:162019/01/15   10:21:16



添付ファンド_9pt_748742.indd   155添付ファンド_9pt_748742.indd   155 2019/01/15   10:21:172019/01/15   10:21:17



－ 156 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   156添付ファンド_9pt_748742.indd   156 2019/01/15   10:21:172019/01/15   10:21:17



－ 157 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   157添付ファンド_9pt_748742.indd   157 2019/01/15   10:21:172019/01/15   10:21:17



－ 158 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   158添付ファンド_9pt_748742.indd   158 2019/01/15   10:21:172019/01/15   10:21:17



－ 159 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   159添付ファンド_9pt_748742.indd   159 2019/01/15   10:21:172019/01/15   10:21:17



－ 160 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   160添付ファンド_9pt_748742.indd   160 2019/01/15   10:21:172019/01/15   10:21:17



－ 161 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   161添付ファンド_9pt_748742.indd   161 2019/01/15   10:21:182019/01/15   10:21:18



－ 162 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   162添付ファンド_9pt_748742.indd   162 2019/01/15   10:21:182019/01/15   10:21:18



－ 163 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   163添付ファンド_9pt_748742.indd   163 2019/01/15   10:21:182019/01/15   10:21:18



－ 164 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   164添付ファンド_9pt_748742.indd   164 2019/01/15   10:21:182019/01/15   10:21:18



－ 165 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   165添付ファンド_9pt_748742.indd   165 2019/01/15   10:21:182019/01/15   10:21:18



－ 166 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   166添付ファンド_9pt_748742.indd   166 2019/01/15   10:21:182019/01/15   10:21:18



－ 167 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   167添付ファンド_9pt_748742.indd   167 2019/01/15   10:21:182019/01/15   10:21:18



－ 168 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   168添付ファンド_9pt_748742.indd   168 2019/01/15   10:21:192019/01/15   10:21:19



添付ファンド_9pt_748742.indd   169添付ファンド_9pt_748742.indd   169 2019/01/15   10:21:192019/01/15   10:21:19



－ 170 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   170添付ファンド_9pt_748742.indd   170 2019/01/15   10:21:192019/01/15   10:21:19



－ 171 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   171添付ファンド_9pt_748742.indd   171 2019/01/15   10:21:192019/01/15   10:21:19



－ 172 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   172添付ファンド_9pt_748742.indd   172 2019/01/15   10:21:192019/01/15   10:21:19



－ 173 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   173添付ファンド_9pt_748742.indd   173 2019/01/15   10:21:202019/01/15   10:21:20



－ 174 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   174添付ファンド_9pt_748742.indd   174 2019/01/15   10:21:202019/01/15   10:21:20



－ 175 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   175添付ファンド_9pt_748742.indd   175 2019/01/15   10:21:202019/01/15   10:21:20



－ 176 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   176添付ファンド_9pt_748742.indd   176 2019/01/15   10:21:202019/01/15   10:21:20



－ 177 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   177添付ファンド_9pt_748742.indd   177 2019/01/15   10:21:202019/01/15   10:21:20



－ 178 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   178添付ファンド_9pt_748742.indd   178 2019/01/15   10:21:202019/01/15   10:21:20



－ 179 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   179添付ファンド_9pt_748742.indd   179 2019/01/15   10:21:202019/01/15   10:21:20



－ 180 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   180添付ファンド_9pt_748742.indd   180 2019/01/15   10:21:212019/01/15   10:21:21



－ 181 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   181添付ファンド_9pt_748742.indd   181 2019/01/15   10:21:212019/01/15   10:21:21



－ 182 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   182添付ファンド_9pt_748742.indd   182 2019/01/15   10:21:212019/01/15   10:21:21



－ 183 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   183添付ファンド_9pt_748742.indd   183 2019/01/15   10:21:212019/01/15   10:21:21



－ 184 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   184添付ファンド_9pt_748742.indd   184 2019/01/15   10:21:212019/01/15   10:21:21



－ 185 －

添付ファンド_9pt_748742.indd   185添付ファンド_9pt_748742.indd   185 2019/01/15   10:21:212019/01/15   10:21:21


